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会         議        記         録 

会 議 の 名 称 議会運営委員会 
会議場所 第３委員会室 

担当職員  鈴木 智 

日 時 平成３０年１０月１日（月曜日） 
開 議   午後  １ 時 ４５ 分 

閉 議   午後  １ 時 ５９ 分  

出席委員 
◎福井 ○平本 小川 田中 齊藤 藤本 木曽 西口 

＜湊議長＞ ＜小松副議長＞ 

執行機関 

出席者 
 

 

事務局 

出席者 

 

片岡事務局長、山内次長、船越副課長、鈴木議事調査係長、池永主任、山末主事   

        

傍聴 可 市民１名 報道関係者０名 議員１名（酒井） 

会 議 の 概 要 
１３：４５ 

［福井委員長 開議］ 
１ 議事について 

［事務局長 説明］ 

＜福井委員長＞ 

 第６号議案の討論は、委員長報告、質疑の後に行うのか。 

＜事務局長＞ 

 そのとおりである。 

＜福井委員長＞ 

 この後の議事日程、討論・採決順序はこのとおりでよいか。 

―全員了― 

 

２ 会議日程について 

［事務局長 説明］ 

 

３ その他 

 ○本会議再開時刻 

[本会議開始時刻 午後２時３０分に決定] 

＜平本副委員長＞ 

 全国市議会議長会の委員の派遣は、なぜ３人となっているのか。 

＜事務局長＞ 

 当初は５人を割り当てていたが、奥村議員と酒井議員が欠席されることとなった。 

＜平本副委員長＞ 

 酒井議員の欠席理由は何か。 

＜事務局長＞ 

 会議への出席という理由で欠席届を提出されている。 

＜平本副委員長＞ 

 その会議は公務であるのか。 

＜事務局長＞ 
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 公務ではない。 

＜平本副委員長＞ 

その会議を優先される理由は聞いているのか。都市問題会議は公務である。 

＜福井委員長＞ 

 酒井議員が傍聴されているので発言を求める。 

＜酒井議員＞ 

 平成２５年度決算に関わっての訴訟が進行中である。その会議があり欠席させてい

ただきたい。専門家には無償で協力いただいている。都市問題会議のテーマは事前

に何もわからない。また、前泊の日程に合わせるのが非常に厳しかった。ちょうど

重なってしまい、大変申し訳ないがご理解いただきたい。 

＜平本副委員長＞ 

 私は公務が優先だと思うが、皆さんはどう考えられるのか。事務局もそのまま受け

るのはいかがなことかと考える。 

＜齊藤委員＞ 

 訴訟のことはよくわかるが、相手が無償で協力されるというのは別の話である。公

務を優先していただきたいと考える。 

＜木曽委員＞ 

 公務として行くという話になった場合、今から可能であるのか。 

＜事務局長＞ 

 申し込みの期限は過ぎている。 

＜木曽委員＞ 

 期限が過ぎているので、もう話はできない。予算を認めている以上、１議員が任期

４年の間に１回は全員が出席するよう、各議員が徹底していくべきである。 

＜湊議長＞ 

 １議員が任期４年の間に１回は参加することで計画を立てているものである。今期

においては、今年が最後の年であり先延ばしはできない。予算化されており、事務

局に届け出があった時点で厳しく言うか、議長に言ってもらえばよかった。欠席届

もまだ見ていないので、詳しい内容はわからない状況である。酒井議員に事情を聞

き、適切に対処したいと考える。 

＜齊藤委員＞ 

 都市問題会議の内容がわからなかったと言われたが、都市問題に関する会議である

ことは大前提である。参加する議員の好き嫌い等は除くべきではないか。 

＜福井委員長＞ 

 議会の決まりとしている以上、本来は守っていくべきことである。後は議長に預け

たい。 

１３：５９ 


